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令和４年度 沖縄型産業中核人材育成事業 

オンライン勤務の戦略的活用による、ホテル業界の潜在・休眠人材の戦力化【基盤】 

(一社)沖縄県ホテル協会 

事業概要 

沖縄のホテル業界において、オンライン勤務の戦略的活用を大幅に加速し、家庭の事情などで出勤勤務や

フルタイム勤務に困難を抱える潜在・休眠人材を戦力化する(=基盤人材)ことで、3 つの課題に同時に対応

する： 

 観光復活時に危惧されるホテル業界の深刻なひと不足への対応 

 ひとり親など幅広い人材の就労と戦力化の推進("多様な働き方"推進、SDGs効果) 

 オンライン勤務が可能な業務の IT化促進と生産性向上 

 

沖縄のリーディング産業である観光産業・ホテル業界が潜在・休眠人材の就労と戦力化を促進することで、

沖縄全体が抱えるひとり親などの社会課題への取り組みを先導する。 

 

以下 2点の人材育成を同時並行で行う： 

 【働く側】"オンライン顧客創出エキスパート"の養成 

 【管理者側】"オンライン業務取り入れ推進者"の養成 
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人材育成カリキュラム 
 

【目指すべき人材像】 

働く側："オンライン顧客創出エキスパート"の養成 

在宅やリモート勤務であっても、以下の複数の業務にマルチに対応できる。以下のいずれも、所属長の案

件設計と指示のもと、必要な情報収集・分析・提案が出来る。各種の情報やデータを分析し、タイムリーに報

告または提案し、ホテル現場をアシスト出来る。 

 ホテルのレベニューマネジメントの基本データ管理分析 

 ホテルの顧客データ管理分析と CRMの基本業務 

 SNS発信を含むオンライン集客の基本業務 

 オンライン口コミ評判の情報収集・管理・分析 

 

管理者側："オンライン業務取り入れ推進者"の養成 

人材活用の基本発想、勤務形態、労務管理、業績評価などの面で、オンライン勤務を社業に取り入れるよう

設計できる。 

 出勤・オンラインを効果的効率的に組み合す発想や知見の獲得 

 オンライン勤務に関する労務管理の方法論の修得 

 オンライン勤務に関する業績評価の方法論の修得 

 

 

【目指すべき人材像に向けて必要な知識・技能】 

(働く側) 

 レベニューマネジメント： レベニューマネジメントの概念理解、代表的なレベニューマネジメントソフトの

操作法習得、自社の分析管理ツールの操作法習得 

 顧客データと CRM： 顧客データ管理と CRM の概念理解、代表的な CRM ソフトの操作法習得、自社

の CRMツールの操作法習得 

 オンライン集客： デジタルマーケティングの概念理解、代表的なデジタルマーケティングツールの操作

法習得、SNSの管理と情報発信の操作法習得 

 オンライン口コミ対応： OTA・SNS でのおもてなしの概念理解、オンライン口コミ評判の収集・分析、口

コミ返信 10か条と実践技能の習得 

 

(管理者側) 

 オンライン勤務を社業に取り入れるよう設計できる。 

 出勤・オンラインを効果的効率的に組み合す発想や知見の獲得 

 オンライン勤務に関する労務管理の方法論の習得 

 オンライン勤務に関する業績評価の方法論の習得 
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【働く側】「オンライン顧客創出エキスパート」養成研修

回 日時 時間 形式 カテゴリー 時間 テーマ 講師

オリエン 9月16日 14～15時 オンライン 1 オリエンテーション
宿屋大学

近藤寛和

DAY０ 9月22日 15～17時 会場 2 キックオフセッション
宿屋大学

近藤寛和

DAY１ 10月6日 14～16時 オンライン ２＋１
デジタル上（OTA、SNSなど）の「お

もてなし」とは

DAY2 10月13日 14～16時 オンライン ２＋１ 口コミ返信10か条

DAY３ 10月20日 14～16時 オンライン ２＋１ 実践「口コミ返信を書いてみよう」

DAY４ 10月27日 14～16時 オンライン ２＋１ デジタルマーケティング入門

DAY５ 11月4日 14～16時 オンライン ２＋１ 宿泊プラン造成入門

DAY６ 11月10日 14～16時 オンライン ２＋１ SNS活用入門

DAY７ 11月17日 14～16時 オンライン ２＋１ レベニューマネジメントとは

DAY８ 11月24日 14～16時 オンライン ２＋１
代表的なソフトを触ってレベニューマネ

ジメントの初歩をやってみる

DAY９ 12月1日 14～16時 オンライン ２＋１ 自社のツールを使ってみる

DAY１０ 12月8日 14～16時 オンライン ２＋１ CRMとは

DAY１１ 12月15日 14～16時 オンライン ２＋１ 実践「マイページ」を創ろう

12月、1月 実地 オンライン業務実践 8 オンライン業務実践 伴走：近藤寛和

1
成果発表会準備

＆プレゼンリハーサル

3
成果発表

プレゼンテーション会

宿屋大学

近藤寛和
DAY12 1月下旬 会場 アウトプット

コレリーアンドアトラクト　松

本慶大

リクルート

山田修司

シーザス

佐藤　寛

シーアンドアールエム

小林武嗣

口コミ対応初級

オンライン集客初級

レベニューマネジメント

初級

顧客データ管理活用

初級

 
 

【管理者側】「オンライン業務取り入れ推進者」養成研修

回 日程 時間 形式 テーマ 時間 テーマ 講師

オリエン 9月16日 14～15時 オンライン 1 オリエンテーション
宿屋大学

近藤寛和

DAY０ 9月22日 15～17時 会場 2 キックオフセッション
宿屋大学

近藤寛和

在宅勤務に関する法的留意点と実務上

のポイント

在宅勤務におけるマネジメント

見えない部下をどう管理するのか

DAY1-2

の間
実地 4

オンライン業務実践準備として

勤務＆管理計画を実際に立てる

DAY２ 12月9日 14～16時 オンライン 2+1 業務規程及び業務そのものの変革

12月、1月 実地 オンライン業務実践 8 オンライン業務実践 伴走：近藤寛和

1
成果発表会準備

＆プレゼンリハーサル

3
成果発表

プレゼンテーション会

14～16時

田代コンサルティング

田代英治氏

DAY１ 10月7日 オンライン 2+1

DAY3 1月下旬 会場 アウトプット
宿屋大学

近藤寛和

在宅勤務者の労務管理術
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令和 4年度、募集要領：働く側 

（１）研修概要 ～ "オンライン顧客創出エキスパート"の養成 

 

（２）募集人数 

合計 20名以上 25名以内（1施設あたりは 3名まで。） 

※応募数に関わらず、実行委員会で申込フォームと推薦状を審査し受講者を選定します。  

 

（３）受講者選定基準 

要 件 

① 現職ホテル従業員(休職中を含む)、および、所属歴のある退職従業員 

 退職従業員は、所属歴のあるホテル事業者を通じて応募すること 

② 全日程参加に対する同意(本人・上司、双方)： 双方とも同意が必須 

③ 所属会社の、在宅やリモート勤務推進意向： 有無の「有」が必須 

 

審 査 (加点ポイント以外の比重が 8割、加点ポイントの比重が 2割) 

① 抱えている＆予想される、フルタイム出勤に対する困難や障害 ～ 本人の記述回答で審査 

② 在宅やリモート勤務であってもホテル運営に貢献する意欲 ～ 本人の記述回答で審査 

③ これまでのホテル勤務における主な達成事例を 3点まで ～ 本人の記述回答で審査 

④ ホテル運営における戦力と見做されている or 期待されている ～ 上司(元上司)の推薦文 

⑤ 加点ポイント 

 ホテルのレベニューマネジメント関連業務の経験有無 

 ホテルの顧客データ管理分析と CRM関連業務の経験有無 

 SNS発信を含むオンライン集客関連業務の経験有無 

 オンライン口コミ評判関連業務の経験有無 

 

 

（４）研修方式 

オンラインワークショップ(一部、会場開催)、オンライン業務実践、最終発表会でのプレゼンテーション。 

※ZOOM、メール、チャットワーク等を利用するので、PC と通信環境のご準備をお願いします。 

 

（５）研修修了証(大臣名)の授与資格 

 すべての講義を受講した受講者。 

 事前・事後課題を全て提出した受講者。 

 最終発表会でのプレゼンテーションが以下を満たしていること： 

 レベニューマネジメント・CRM・デジタルマーケティングなどの技能の習得 

 所属施設でのオンライン業務の定着に対する熱意 

 

（６）研修費用 

無料。 

※ただし、離島本島間の移動・沖縄本島内の移動・駐車経費は各社様ご負担でお願いします。 

 

（７）応募書類 (専用ウェブフォームに記載し送信ください。) 

①申込フォーム。 

②上司からの推薦状。 

 

（８）応募期限 

令和 3年 8月 28日(日)24:00締切。 
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令和 4年度、募集要領：管理者側 

 

（１）研修概要 ～ "オンライン業務取り入れ推進者"の養成 

 

（２）募集人数 

合計 5名以上 25名以内（1施設あたりは 3名まで。） 

※応募数に関わらず、実行委員会で申込フォームと推薦状を審査し受講者を選定します。  

 

（３）受講者選定基準 

要 件 

① ホテルの人事部部長、管理職、人事実務担当者 

② 全日程参加に対する同意(本人・上司、双方)： 双方とも同意が必須 

③ 所属会社の、在宅やリモート勤務推進意向： 有無の「有」が必須 

 

審 査 (加点ポイント以外の比重が 8割、加点ポイントの比重が 2割) 

① 在宅やリモート勤務の定着や活用に関する課題意識と意欲 ＆ 会社の確認 ～ 本人の記述回答で審

査 

② これまでのホテル勤務における主な達成事例を 3点まで ～ 本人の記述回答で審査 

③ 加点ポイント 

 オンライン勤務に関する労務管理の経験有無 

 オンライン勤務に関する業績評価の経験有無 

 所属会社の、在宅やリモート勤務に関する諸規定作成の経験有無 

 

 

（４）研修方式 

オンラインワークショップ(一部、会場開催)、オンライン業務実践、最終発表会でのプレゼンテーション。 

※ZOOM、メール、チャットワーク等を利用するので、PC と通信環境のご準備をお願いします。 

 

（５）研修修了証(大臣名)の授与資格 

 すべての講義を受講した受講者。 

 事前・事後課題を全て提出した受講者。 

 最終発表会でのプレゼンテーションが以下を満たしていること： 

 所属施設でのオンライン業務の定着の計画性 

 所属施設でのオンライン業務の定着に対する熱意 

 

（６）研修費用 

無料。 

※ただし、離島本島間の移動・沖縄本島内の移動・駐車経費は各社様ご負担でお願いします。 

 

（７）応募書類 (専用ウェブフォームに記載し送信ください。) 

①申込フォーム。 

②上司からの推薦状。 

 

（８）応募期限 

令和 3年 8月 28日(日)24:00締切。 
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実施体制 
 

 
 

 

 

 

以 上 


